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【機能の概要】 

１．収支伝票起票、印刷の手数を少なくするツール。 

２．入力したいセルを選択してリストボックスから項目を選択する、もしくは既存の伝票データをコピーして日付など修正する。 

 

収支伝票登録・印刷画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・収支伝票の相手先入力欄にカーソルを位置づけ、相手先リストボックスの該当項目をクリックすると自動入力される。 

   ・支払い年月日は上部の伝票日付に m/d、もしくは yyyy/m/d の形式で入力すると、収支伝票の該当欄に自動入力 

される。 

   ・伝票番号は日ごとに 601 番から自動採番される。 

   ・収支伝票の科目・勘定区分入力欄にカーソルを位置づけ、科目・勘定区分リストボックスの該当項目をクリックすると 

自動入力される。 

   ・収支伝票の摘要入力欄にカーソルを位置づけ、摘要リストボックスの該当項目をクリックすると自動入力される。 

   ・いずれの項目も手入力・追加入力可能。 

   ・登録・保管ボタンを押すと収支伝票の内容が後述の収支履歴シートに保管される。 

     追加登録のみ、変更・削除モードはない。 

   ・印刷ボタンを押すと収支伝票の内容が印刷される。 

   ・クリアボタンを押すと収支伝票の内容がクリアされる。 

 

 



収支履歴画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・前述の登録・保管ボタンが押されると伝票の内容が収支履歴シートに保管される。 

   ・追加モードのみ、変更は既存の伝票を後述の呼び出し機能で呼び出して変更をかけ新しい伝票として登録する、削除は 

この画面で行削除する。 

   ・呼び出したい伝票データの日付欄をクリックすると呼び出しボタンの横に該当データの見出しが表示される、その状態で 

    呼び出しボタンを押すと前述の収支伝票登録・印刷画面に該当伝票データが呼び出される。 

   ・並べ替えボタンを押すと日付・伝票番号順に伝票データを並べ替える。日付が入れ子になるような登録をした場合などに 

利用する。 

   ・注意事項： 

・整合性のチェックは行わない。 

・手作業で行の削除や追加を行う場合は空白行を作らないように上詰めにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



項目画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・前述の収支伝票登録・印刷画面の各リストボックスの内容をメンテナンスする。 

   ・空白行を作らないように上詰めにし、反映・保管ボタンを押すとリストに反映される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


